
適
塾
の
塾
頭
を
し
た
福
沢
諭
吉
は
慶
応
義
塾
の
創
始
者
と
し

て
、
「
学
問
の
ス
ス
メ
」
等
の
著
者
と
し
、
ま
た
現
在
、
壱
万
円
札

の
顔
と
し
て
日
本
的
に
有
名
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
福
沢
諭
吉
の
一
代
前
の
適
塾
の
塾
頭
を
し
た

筑
後
久
留
米
藩
医
（
奥
詰
）
の
松
下
元
芳
に
つ
い
て
は
全
ん
ど
知
ら

れ
て
い
な
い
・

福
沢
諭
吉
と
兄
弟
の
如
く
仲
が
良
く
、
「
福
翁
自
伝
」
に
も
そ
の

思
い
出
話
が
出
て
い
る
。
ま
た
、
長
与
專
斎
の
「
松
香
私
志
」
に

も
記
述
さ
れ
て
い
る
松
下
元
芳
に
つ
い
て
は
一
般
の
人
に
は
全
ん

ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
医
史
学
会
会
員
の
方
で
さ

え
全
ど
御
存
知
無
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
筑
後
久
留
米
藩
自
体
余

り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
約
十
五
年
程
前
に

「
緒
方
洪
庵
と
適
塾
展
」
が
大
阪
や
福
岡
等
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
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の
紹
介

中
山
茂
春

の
際
、
私
は
福
岡
の
会
場
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
期
に
合
わ

せ
て
、
テ
レ
ビ
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
（
毎
週
日
曜
日
八
時
か
ら

八
時
四
十
五
分
）
の
「
獅
子
の
時
代
」
が
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

主
演
は
菅
原
文
太
さ
ん
で
、
私
の
記
憶
で
は
中
村
勘
九
郎
さ
ん
が

高
松
凌
雲
役
を
演
じ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
高
松
凌
雲
は
、
筑
豊

久
留
米
藩
御
原
郡
（
現
在
の
福
岡
県
小
郡
市
）
の
出
身
で
、
文
久
元

年
（
一
八
六
一
年
）
四
月
二
十
一
日
に
大
阪
の
緒
方
洪
庵
の
適
塾
に

入
門
。
そ
の
後
、
幕
府
奥
詰
医
師
と
な
り
、
慶
応
二
年
十
二
月
七

日
、
幕
命
に
よ
り
松
平
民
部
大
輔
（
徳
川
昭
武
。
慶
喜
の
舎
弟
で
当

時
十
四
歳
）
の
お
付
き
の
医
師
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
開
催

さ
れ
た
万
国
博
覧
会
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
維
新
の
戦
争
で

は
幕
府
方
で
函
館
野
戦
病
院
の
院
長
と
し
て
敵
味
方
に
関
わ
ら

ず
、
総
て
の
傷
病
兵
を
治
療
し
ま
し
た
。
戦
後
は
新
政
府
に
参
加

せ
ず
、
東
京
の
浅
草
で
開
業
し
、
八
十
一
歳
で
逝
去
す
る
ま
で
に

百
十
一
万
余
人
に
治
療
を
行
な
い
ま
し
た
。
高
松
凌
雲
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
大
河
ド
ラ
マ
に
よ
り
一
躍
全
国
的
に
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
こ
の
年
の
「
緒
方
洪
庵
と
適
塾
展
」
で
目
玉
の
一
つ
で
し
た
。

う
め
た
に

福
岡
の
会
場
に
は
大
阪
大
学
の
梅
渓
昇
教
授
や
内
藤
記
念
く
す
り
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博
物
館
の
青
木
允
夫
先
生
等
が
お
見
え
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の

際
、
出
迎
え
た
私
に
梅
渓
教
授
が
「
新
幹
線
で
丁
度
、
高
松
凌
雲

先
生
の
出
身
地
の
小
郡
を
通
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
が
凌
雲
先
生

の
出
身
地
か
と
思
い
な
が
ら
感
無
量
に
見
て
き
ま
し
た
。
」
と
、
あ

ま
り
に
嬉
し
そ
う
に
言
わ
れ
た
の
で
、
私
と
し
て
は
そ
の
場
の
雰

囲
気
を
壊
し
て
は
い
け
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
笑
っ
て
い
た
だ
け

で
し
た
。
実
は
、
新
幹
線
で
通
っ
て
こ
ら
れ
た
小
郡
駅
は
、
山
口

県
の
小
郡
町
な
の
で
あ
る
。
高
松
凌
雲
の
出
身
地
で
あ
る
福
岡
県

小
郡
市
と
は
、
新
幹
線
の
終
着
駅
で
あ
る
博
多
駅
で
下
車
、
福
岡

市
天
神
で
西
鉄
大
牟
田
線
に
乗
り
換
え
て
急
行
電
車
で
約
三
十
分

程
南
へ
下
っ
た
所
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
（
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
は
通

っ
て
い
ま
せ
ん
）
こ
れ
ほ
ど
筑
後
久
留
米
藩
自
体
が
知
ら
れ
て
い
な

い
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
し
て
や
こ
の
藩
の
藩
医
で
適
塾
の
塾
頭
を

し
た
英
才
の
松
下
元
芳
は
、
適
塾
の
塾
頭
の
所
に
名
前
は
あ
る
が
、

た
だ
名
前
だ
け
で
、
ど
ん
な
人
物
で
あ
っ
た
か
な
ど
は
医
史
学
会

会
員
の
方
々
が
全
く
御
存
知
無
く
て
も
不
思
議
で
は
な
い
の
で

一
０

松
下
元
芳
は
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
年
）
に
出
生
。
天
保
十
五

年
、
十
四
歳
で
日
田
の
広
瀬
淡
窓
の
威
宜
園
に
入
門
。
こ
の
威
宜

一斗

9

園
は
村
田
蔵
六
（
後
の
大
村
益
次
郎
）
が
入
門
し
、
後
に
適
塾
の
塾

頭
を
し
て
い
る
が
、
松
下
元
芳
も
全
く
同
じ
道
を
歩
み
、
後
に
適

塾
に
入
門
し
て
塾
頭
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
大
村
益
次
郎
や
福
沢
諭
吉
が
歴
史
に
名
が
残

っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
松
下
元
芳
は
無
名
で
あ
る
。

今
回
の
学
会
に
お
い
て
、
こ
の
松
下
元
芳
に
つ
い
て
ご
紹
介
申

し
上
げ
ま
す
。

（
中
山
為
春
医
院
）
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